
６．県及び市町村の役割と 
              ネットワーク化 

(１)基地所在市町村の役割 
  一義的には市町村が主体となって対応 
  市町村における人的体制の強化が望まれる 
(２)県の役割 
  主体となる市町村の支援 
  沖縄県及び埋蔵文化財センター職員増による 
    体制強化 
(３)ネットワーク化 

    県、市町村(基地非所在市町村を含む)による 

   ネットワーク化の構築 
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７．今後の課題・１ 

  １)調査対象遺跡の検討 

  原則として、おおむね中世(グスク時代)まで
とする。 

  近世～現代については、遺跡の性格・地域
の要望等を勘案し、調査するものとする。 

 ２)返還予定の駐留軍用地の試掘及び確認調 
   査 
   返還予定の市町村においては実効性のある
アクションプログラム等を作成し、計画的に試
掘及び確認調査が実施できるようにする。 
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７．今後の課題・２ 

 ３)返還予定地の立ち入りの迅速化 
   返還予定地の返還後の迅速な跡地利用を
促進するため、立ち入り手続きの簡素化と迅
速な許可 

       

17 



18 


